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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

丸⼦IC

千代IC 平和IC 昭府IC
唐瀬IC

千代⽥上⼟IC

瀬名IC
⿃坂IC

清⾒寺IC

⻑崎IC 能島IC

興津IC
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149

1

清⽔港

静岡駅

⾼速道路
直轄国道
補助国道
主要地⽅道
⼀般県道
アクセス市道

《道路網》

交差点・IC

清⽔いはらIC静岡SAスマートIC

新静岡IC

新清⽔JCT

清⽔JCT
清⽔IC

静岡IC

⻑沼

■ 静岡都市圏における近年の道路ネットワーク整備状況

国道1号静清バイパス牧ヶ⾕IC〜丸⼦IC4⾞線化
平成30年12⽉22⽇開通

⽇本平久能⼭スマートIC
令和元年9⽉14⽇開通

国道150号静岡バイパス
平成30年3⽉24⽇開通

〇静岡都市圏においては、近年、国道150号静岡バイパス(平成30年3⽉24⽇)、国道1号静清バイパス全線4⾞線化(牧ヶ⾕IC〜丸⼦IC4⾞線化
開通︓平成30年12⽉22⽇)、⽇本平久能⼭スマートIC(令和元年9⽉14⽇)が開通

1－1 静岡都市圏の道路ネットワーク

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

■ 静岡都市圏道路ネットワークの交通量及び⾞線数

データ出典︓平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査
※ネットワークは平成27年度 全国道路・街路交通情勢調査時点

⾄
名
古
屋

⾄

東
京

丸⼦IC

千代IC 平和IC 昭府IC
唐瀬IC

千代⽥上⼟IC

瀬名IC
⿃坂IC

清⾒寺IC

⻑崎IC 能島IC

興津IC

⽻⿃IC

牧ヶ⾕IC
1

1

52

150

150

362

362

150

1

149

1

清⽔港

静岡駅

⻑沼

《24時間全⾞交通量》
4万台/⽇以上
3〜4万台/⽇
2〜3万台/⽇
1〜2万台/⽇
1万台/⽇未満

《⾞線数》
6⾞線以上
4⾞線
2⾞線

《地域の主要渋滞箇所》
交差点
踏切

4.4万台/⽇

4.5万台/⽇3.0万台/⽇

1.4万台/⽇

5.2万台/⽇

3.1万台/⽇
2.1万台/⽇

（主）⼭脇⼤⾕線

2.4万台/⽇
1.3万台/⽇

清⽔いはらIC

静岡SAスマートIC

新静岡IC

新清⽔JCT

清⽔JCT
清⽔IC

東名⾼速道路E1

新東名⾼速道路E1A

静岡IC ⽇本平
久能⼭スマートIC

〇静岡都市圏の東⻄軸である新東名・国道1号静清バイパス・国道1号現道・東名・国道150号の幹線道路を接続する南北軸は（主）⼭脇⼤⾕線
のみであり、交通量は静岡ICから静岡市街地を結ぶ（主）中島南安倍線と同程度

1－2 静岡都市圏の交通概況

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞
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20,000

25,000
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平成30年10⽉ 令和元年10⽉

(台)

データ︓平成30年10⽉11⽇(⽊)12h交通量調査結果
令和元年 10⽉17⽇(⽊)12h交通量調査結果

■ ⻑沼交差点の交通量

⻄断⾯

北断⾯

東断⾯

（主）⼭脇⼤⾕線
《南断⾯》

南断⾯

千代⽥上⼟IC

沓⾕5丁⽬南

（主）⼭脇⼤⾕線
《北断⾯》

15,200
13,400

⼤型 ⼩型
交通容量 混雑度

【グラフ凡例】

1.2 1.1 1.31.3

国道1号静清バイパス
トラカン

⾼速道路
直轄国道
補助国道
主要地⽅道
⼀般県道
アクセス市道
トラカン設置箇所

【道路網】

交差点
踏切

【地域の主要渋滞箇所】

⻑沼

池⽥

国道1号現道
《東断⾯》

国道1号現道
《⻄断⾯》

22,100 22,600
1.2 1.2 1.21.3

362
362

(台/⽇)

静清バイパス
全線4⾞線化

開通前

計:101,100

＋約3千台
(5％増)

＋約4千台
(6％増)

-約5百台減

＋約3百台

計:104,700

《国道1号静清バイパス・国道1号現道の交通量》

計:104,300
⽇本平久能⼭

スマートIC
開通後

国道1号静清バイパス・国道1号現道交通量︓⼤岩トラカン・静清トラカン(平成30年10⽉平⽇・令和元年6⽉平⽇・令和元年10⽉平⽇)

静清バイパス
全線4⾞線化

開通後

64,200

67,600

68,000

国道1号現道国道1号静清バイパス

平成30年
10⽉

令和元年
6⽉

令和元年
10⽉

〇⻑沼交差点の交通量は、国道1号静清バイパス全線4⾞線化、⽇本平久能⼭スマートICの開通後も概ね横ばいで、全ての断⾯において交通容量が
不⾜

1－3 ⻑沼交差点周辺の交通量の変化

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

⾄ 新静岡ＩＣ

⾄
藤
枝
市

⾄
富
⼠
市

静岡鉄道静岡清⽔線

後久川 国吉⽥
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1

国道1号現道

⻑沼北

沓⾕橋

《（主）⼭脇⼤⾕線 北進》

《国道1号現道 上り》

《静岡鉄道踏切部 北進》
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隣接信号交差点
(⻑沼⻄)400m

隣接信号交差点
(⻑沼⻄)400m

⻑沼交差点
120m

(ｍ)(ｍ)(ｍ)

(ｍ) (ｍ)

170ｍ

650ｍ

400ｍ
120ｍ

570ｍ

350ｍ

︓鉄道⽴体交差

⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名)
︓踏切

【グラフ凡例】
:滞留⻑

朝・⼣ピーク時の各時間最⼤値
:渋滞⻑

︓令和元年10⽉の最⼤渋滞⻑

︓踏切(主要渋滞箇所)
約450m
(16時台)

約230m
(16時台)

約70m
(18時台)

約700m
(7・8時台)

《（主）⼭脇⼤⾕線 南進》

290 
590 
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0

200

400

600

800

1,000

7時台 8時台 16時台17時台18時台
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360 290
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0
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7時台 8時台 16時台17時台18時台

860 850

260

420
320⻑沼北交差点

350m

隣接信号交差点
(沓⾕橋)
570m

踏切まで
120m

平成30年10⽉ 令和元年10⽉(ｍ) (ｍ)

静岡貨物駅
東静岡駅

74

⻑沼⻄

⻑沼駅

74

1

《国道1号現道 下り》

720 

770 

320 

270 

210 

0 200 400 600 800 1,000
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8時台
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18時台

430
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350

370

隣接信号交差点
(古庄)170m

信号交差点
(後久川)750m

隣接信号交差点
(古庄)170m

信号交差点
(後久川)750m

(ｍ) (ｍ)

※データ︓平成30年10⽉11⽇(⽊)・ 令和元年10⽉17⽇(⽊)渋滞⻑・滞留⻑調査結果

平成30年10⽉ 令和元年10⽉

平成30年10⽉ 令和元年10⽉令和元年10⽉

約410m
(16時台)

東静岡駅前

古庄無名(東静岡⼤橋北)

⼭
脇
⼤
⾕
線

（主）

〇渋滞⻑は、朝ピーク時は（主）⼭脇⼤⾕線南進において700m、⼣ピーク時は国道1号現道上りにおいて410m、下りで450m
〇（主）⼭脇⼤⾕線北進の踏切部において、朝⼣ピークともに⻑沼交差点まで滞留し、交差点南側まで影響
〇朝⼣ピーク時ともにすべての流⼊⽅向において、隣接交差点まで渋滞または滞留が発⽣

1－4 ⻑沼交差点の渋滞⻑及び滞留⻑

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞
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⾄ ⻑沼⻄交差点

〈国道1号現道上りの渋滞〉
⻑沼交差点

写真撮影⽇︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊)16時台

旅
⾏
速
度

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

交
通
量
・
交
通
容
量
︵
百
台
／
12
ｈ
︶

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

⾄ ⻑沼⻄交差点

136 133 137 126

混雑度 1.22

交通量
交通容量

109
120

1

112

158

⾄ 新静岡IC

※交通量︓令和元年10⽉17⽇(⽊)12h交通量調査結果 ※交通容量︓基本交通容量に道路構造に応じた各種補正係数を乗じて算出 ※旅⾏速度︓ETC2.0データ(令和元年10⽉平⽇)

⾄
藤
枝
市

⾄
富
⼠
市

古庄東静岡駅前

ＪＲ東海道本線
ＪＲ東海道新幹線

静岡貨物駅東静岡駅

【凡例】 ︓10〜20km/h ︓20〜30Km/h ︓30〜40Km/h ︓40Km/h〜︓〜10km/h

進⾏⽅向

⻑沼⻑沼⻄無名(東静岡⼤橋北)柚⽊ 後久川
N

国吉⽥

︓鉄道⽴体交差⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名) ︓踏切 ︓踏切(主要渋滞箇所)

⻑沼駅 古庄駅

⾄ 国道150号

⾄ 新静岡IC

74

1

74

1

静岡鉄道静岡清⽔線

〇国道1号現道上りは、国吉⽥交差点〜柚⽊交差点まで交通容量を超過し、⻑沼交差点付近は
混雑度が1.22と⾼い

〇⻑沼交差点を先頭とした速度低下が⽇中を通して発⽣

1－5 各流⼊⽅向の状況
（1）国道1号現道上りの交通量・交通容量・旅⾏速度

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞
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写真撮影⽇︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊)7時台

〈国道1号現道下りの渋滞〉
⻑沼交差点

旅
⾏
速
度

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

交通量
交通容量

112 106

121

145
124

140 128

混雑度 1.37

1

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

交
通
量
・
交
通
容
量
︵
百
台
／
12
ｈ
︶

※交通量︓令和元年10⽉17⽇(⽊)12h交通量調査結果 ※交通容量︓基本交通容量に道路構造に応じた各種補正係数を乗じて算出 ※旅⾏速度︓ETC2.0データ(令和元年10⽉平⽇)

⾄
藤
枝
市

⾄
富
⼠
市

古庄東静岡駅前

ＪＲ東海道本線
ＪＲ東海道新幹線

静岡貨物駅東静岡駅

【凡例】 ︓10〜20km/h ︓20〜30Km/h ︓30〜40Km/h ︓40Km/h〜︓〜10km/h

⻑沼⻑沼⻄柚⽊ 後久川
N

国吉⽥

⻑沼駅 古庄駅

⾄ 国道150号

⾄ 新静岡IC

74

1

74

1

静岡鉄道静岡清⽔線

進⾏⽅向

︓鉄道⽴体交差⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名) ︓踏切 ︓踏切(主要渋滞箇所)

無名(東静岡⼤橋北)

〇国道1号現道下りは、柚⽊交差点〜国吉⽥交差点まで交通容量を超過し、⻑沼交差点付近は
混雑度が1.37と⾼い

〇上りと同様に、⻑沼交差点を先頭とした速度低下が⽇中を通して発⽣

（2）国道1号現道下りの交通量・交通容量・旅⾏速度

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

写真撮影⽇︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊)16時台

〈（主）⼭脇⼤⾕線北進の渋滞〉

⻑沼交差点

⾄ 静岡鉄道踏切

混雑度 1.71

【凡例】 ︓10〜20km/h ︓20〜30Km/h ︓30〜40Km/h ︓40Km/h〜︓〜10km/h

1

74

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

交
通
量
・
交
通
容
量
︵
百
台
／
12
ｈ
︶

交通量
交通容量

旅
⾏
速
度

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

42

101
86

133

99

69
84 97

93

747280

113124128
静岡市短期対策後

※交通量︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊) 12h交通量調査結果
※交通容量︓基本交通容量に道路構造に応じた各種補正係数を乗じて算出
※旅⾏速度︓ETC2.0データ(令和元年10⽉平⽇)

⾄
新
静
岡
Ｉ
Ｃ 静

岡
鉄
道

静
岡
清
⽔
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

⻑沼北沓⾕5 沓⾕5南 ⻑沼
池⽥ 池⽥公園東東豊⽥⼩⻄沓⾕橋

東千代⽥1

N

進⾏⽅向

⾄
国
道

号
150

⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名) ︓踏切(主要渋滞箇所)

1

74

1

⾄ 富⼠市

⾄ 藤枝市

74

〇（主）⼭脇⼤⾕線北進は、⻑沼交差点〜東豊⽥⼩⻄交差点まで交通容量を超過し、⻑沼交差
点付近は混雑度が1.71と⾼い

〇⻑沼交差点の速度低下は、⻑沼北交差点を先頭に⽇中を通して発⽣。また、沓⾕5交差点、池⽥
交差点においても速度低下が⽇中を通して発⽣

（3）（主）⼭脇⼤⾕線北進の交通量・交通容量・旅⾏速度

渋滞協資料と共通
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１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

写真撮影⽇︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊)8時台

〈（主）⼭脇⼤⾕線南進の渋滞〉

⻑沼北交差点

⾄ ⻑沼

1049893

99

91
97

114123 101

66

133

99
86 92

交通量
交通容量

混雑度 1.38

進⾏⽅向

74

旅
⾏
速
度

7時台
8時台
9時台

10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台

200
180
160
140
120
100
80
60
40
20
0

交
通
量
・
交
通
容
量
︵
百
台
／
12
ｈ
︶

※交通量︓ 令和元年10⽉17(⽊) 12h交通量調査結果
※交通容量︓基本交通容量に道路構造に応じた各種補正係数を乗じて算出
※旅⾏速度︓ETC2.0データ(令和元年10⽉平⽇)

⾄
新
静
岡
Ｉ
Ｃ 静

岡
鉄
道

静
岡
清
⽔
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線

⻑沼北沓⾕5 沓⾕5南 ⻑沼
池⽥ 池⽥公園東東豊⽥⼩⻄沓⾕橋

東千代⽥1

N

⾄
国
道

号
150

⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名) ︓踏切(主要渋滞箇所)

1

74

1

⾄ 富⼠市

⾄ 藤枝市

74

【凡例】 ︓10〜20km/h ︓20〜30Km/h ︓30〜40Km/h ︓40Km/h〜︓〜10km/h

〇（主）⼭脇⼤⾕線南進は、池⽥交差点〜⻑沼北交差点まで交通容量を超過し、⻑沼交差点付
近は混雑度が1.38と⾼い

〇⻑沼交差点を先頭とした速度低下は、⽇中を通して発⽣しており、朝ピークにおいて東千代⽥1交差
点まで延伸。また、東豊⽥⼩⻄交差点、沓⾕5南交差点においても速度低下が⽇中を通して発⽣

（4）（主）⼭脇⼤⾕線南進の交通量・交通容量・旅⾏速度

渋滞協資料と共通
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■ ⻑沼交差点の交通特性・渋滞状況

※交通量︓令和元年10⽉17⽇(⽊)実態調査結果 6時台〜8時台、16時台〜18時台集計

《（主）⼭脇⼤⾕線南進交通量:内訳》

《国道1号現道下り交通量:内訳》《（主）⼭脇⼤⾕線北進交通量:内訳》

《国道1号現道上り交通量:内訳》

︓直進 ︓右折 ︓左折【グラフ凡例】

2,245 

2,612 

104 

163 

355 

579 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

朝

⼣

2,009 

2,372 

221 

372 

880 

833 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

朝

⼣

1,299 

1,088 

403 

645 

110 

148 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

朝

⼣

966 

1,088 

608 

645 

57 

148 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

朝

⼣

計
2,704

計
3,354

(直進) (右折)(左折)

(83%) (4%) (13%)

(78%) (5%) (17%)

全体台数
24％増

計
1,631

計
1,881

(直進) (右折) (左折)

(59%) (37%) (3%)

(58%) (34%) (8%)

全体台数
15％増

計
1,812

計
1,881

(直進) (右折) (左折)

(72%) (22%) (6%)

(58%) (34%) (8%)

全体台数
4％増

計
3,110

計
3,577

(直進) (右折) (左折)

(65%) (7%) (28%)

(66%) (10%) (23%)

全体台数
15％増

⽇本平久能⼭スマートIC
(令和元年9⽉14⽇開通)

新静岡IC

新東名⾼速道路

沓⾕5丁⽬南

池⽥

国吉⽥

⾄
東
京

⻑沼交差点

静岡県庁
静岡市役所

草薙総合運動場MARK IS 静岡

⾕津⼭

⾄
名
古
屋

⾼速道路
直轄国道
補助国道
主要地⽅道
⼀般県道
アクセス道路

【道路網】

交差点
踏切

【地域の主要渋滞箇所】

防災拠点
⼤型店舗
その他
⼤規模事業所
(従業員100⼈以上)
病院

4⾞線以上
2⾞線

【⾞線数】

【主な⽬標物】

【⼈⼝】
(平成27年国勢調査 1kmメッシュ)

8,000⼈〜
6,000〜8,000⼈

1

1

150

南北軸分断区間
L=約3km

⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名)
︓鉄道⽴体交差

︓踏切
︓踏切(主要渋滞箇所)

⾄ 新静岡ＩＣ

⾄
藤
枝
市

⾄
富
⼠
市

⻑沼⻄ 後久川 国吉⽥

N

⻑沼

ＪＲ東海道新幹線
ＪＲ東海道本線

⾄ 国道150号

池⽥

東豊⽥⼩⻄

古庄駅

1

74

国道1号現道

⻑沼駅

⻑沼北

沓⾕橋

74

無名(東静岡⼤橋北) 東静岡駅前 古庄

静岡貨物駅
東静岡駅

静岡鉄道静岡清⽔線

(台)(台)

(台) (台)

⼭
脇
⼤
⾕
線

（主）

※

※静岡県会社要覧2015より

１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

〇⻑沼交差点は、交差点⻄側の南北軸が約3kmに渡って分断されているため、国道1号現道⻄側と（主）⼭脇⼤⾕線北側の結びつきが強い。また、
（主）⼭脇⼤⾕線は、静岡市街地南側にアクセスする東⻄軸と接続しているため、国道1号現道東側と（主）⼭脇⼤⾕線南側の結びつきが強い

〇⻑沼交差点は、静岡市街地〜JR東静岡駅周辺〜清⽔市街地の中⼼に位置しているため、朝ピークに⽐べ、商⽤交通が残る⼣ピークの交通量が
多い

1－6 ⻑沼交差点周辺の交通特性︓①⽅向別交通量

渋滞協資料と共通
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■ ⻑沼交差点の渋滞状況及び特性

⻑沼北交差点

⾄ ⻑沼

〈（主）⼭脇⼤⾕線北進の渋滞︓写真①〉

⻑沼北交差点を先頭とした
渋滞が⻑沼交差点まで延伸

74

〈（主）⼭脇⼤⾕線南進の渋滞︓写真③〉

⾄ 沓⾕橋

⻑沼交差点を先頭に
最⼤700ｍの渋滞が発⽣

⻑沼北交差点

⾄ ⻑沼

74

〈（主）⼭脇⼤⾕線南進の渋滞︓写真④〉

静岡鉄道踏切

⾄ ⻑沼

⾄ ⻑沼北

⻑沼交差点を先頭に
渋滞が発⽣し、
踏切まで滞留

74

《静岡鉄道踏切の遮断時間》
1回あたり
平均踏切
遮断時間
(分:秒)

01︓01

01︓03

01︓02

︓遮断時間 ︓通過可能時間

(分)

12 

26

26

48 

34 

34 

0 20 40 60

6時台

7時台

8時台

遮断
回数
(回)

12

25

25

〈（主）⼭脇⼤⾕線北進の渋滞︓写真②〉

静岡鉄道踏切

⾄ ⻑沼

⾄ ⻑沼北

74 ⻑沼北交差点を先頭に
⻑沼交差点まで渋滞

写真撮影⽇︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊)8時台

74

1

N

⾄
富
⼠
市

⾄ 国道150号

⾄
藤
枝
市

7
・
8
時

渋
滞
⻑
︓
７
０
０
ｍ

⻑沼

①､③

②、④

静岡鉄道
静岡清⽔線

⾄ 新静岡IC

⻑沼北

※データ︓令和元年10⽉17⽇(⽊)踏切遮断時間集計調査より

1

74

︓渋滞部
︓⾮渋滞部

⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名)

︓踏切(主要渋滞箇所)

⼭
脇
⼤
⾕
線

（主）

１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

〇（主）⼭脇⼤⾕線南進において、⻑沼交差点を先頭に渋滞が発⽣しており、踏切の遮断回数が25回、遮断時間が1時間あたり26分あることから、
渋滞に拍⾞をかけており、踏切内で⽴ち往⽣が発⽣する危険性がある

〇また、（主）⼭脇⼤⾕線北進においても、⻑沼北交差点を先頭に渋滞が発⽣しており、踏切の遮断が拍⾞をかけ、⻑沼交差点南側まで渋滞が延伸

1－7 ⻑沼交差点周辺の交通特性︓②朝ピーク時（（主）⼭脇⼤⾕線の渋滞）

渋滞協資料と共通



11

■ ⻑沼交差点の渋滞状況及び特性

2,245 

2,612 

2,009 

2,372 

104 

163 

221 

372 

355 

579 

880 

833 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

朝

⼣

朝

⼣

上
り

下
り

(直進) (右折)(左折)

全体台数
24％増

計
3,110

計
3,577

計
3,354

計
2,704

左折台数 63％増

全体台数
15％増

《国道1号現道 交通量:内訳》

〈国道1号現道上りの渋滞︓写真①〉

踏切部の先詰まりにより
左折⾞の進⾏が阻害

74

1

⾄ 静岡鉄道踏切

⻑沼交差点

⻑沼交差点

⾄ 静岡鉄道踏切

〈国道1号現道上りの渋滞︓写真②〉

左折⾞が歩⾏者・⾃転⾞の
通過待ちにより

直進⾞の進⾏が阻害
74

1

写真撮影⽇︓ 令和元年10⽉17⽇(⽊)16時台
※交通量︓令和元年10⽉17⽇(⽊)実態調査結果 6時台〜8時台、16時台〜18時台集計
※歩⾏者・⾃転⾞は16時台〜18時台の3時間で計測

⾄ 新静岡IC

⾄ 国道150号

⾄
藤
枝
市 ⾄

富
⼠
市

1

74

16
時

渋
滞
⻑
︓
２
３
０
ｍ

①〜③

静岡鉄道
静岡清⽔線

N

⻑沼

⻑沼北

《（主）⼭脇⼤⾕線北進交通量:内訳》

966 

1,088 

608 

645 

57 

148 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000

朝

⼣

計
1,631

計
1,881

(直進) (右折) (左折)

(59%) (37%) (3%)

(58%) (34%) (8%)

全体台数
15％増

〈 （主）⼭脇⼤⾕線北進⽅向の渋滞︓写真③〉

⾄ 静岡鉄道踏切

⻑沼交差点

踏切による先詰まり渋滞

1

74

■ ⻑沼交差点の歩⾏者・⾃転⾞交通量
74

1

︓渋滞部
︓⾮渋滞部

⾚字︓主要渋滞箇所(交差点名)

︓踏切(主要渋滞箇所)

︓直進 ︓右折 ︓左折【グラフ凡例】

⾄ 国道150号

⾄
藤
枝
市 ⾄

富
⼠
市

1
⻑沼

141⼈･台/3h

⾄ 新静岡IC

1

74

74

103⼈･台/3h

N

375⼈･台/3h

(台)

(台)

⼭
脇
⼤
⾕
線

（主）

⼭
脇
⼤
⾕
線

（主）

１．長沼交差点 （実施主体：静岡市・国） ＜検討中＞

1－8 ⻑沼交差点周辺の交通特性︓③⼣ピーク時（国道1号現道・（主）⼭脇⼤⾕線北進の渋滞）
〇国道1号現道上りは、左折⾞の増加により、踏切、及び歩⾏者による先詰まりが発⽣し、後続の直進⾞の進⾏が阻害され、渋滞が延伸
〇国道1号現道下りは、交通量の増加、及び左折⾞による直進阻害により、渋滞が延伸
〇（主）⼭脇⼤⾕線北進は、交通量の増加、直進の⾞線数不⾜により、渋滞が延伸

渋滞協資料と共通
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２．国道139号西富士道路 広見IC・富士IC（実施主体：国） ＜検討中＞ 利用者団体連携

広⾒IC

渋
滞
⻑

渋
滞
⻑

滞
留
⻑
最⼤

200m
（18:20）

最⼤
120m

（18:20）

最⼤
190m

（7:00）
（7:30）

最⼤
280m

（7:20）

■広⾒ＩＣ北進オフランプ

0 100 200 300 400 500

6:00

6:20

6:40

7:00

7:20

7:40

8:00

8:20

8:40

16:00

16:20

16:40

17:00

17:20

17:40

18:00

18:20

18:40

滞留長・渋滞長（m）

渋滞長

滞留長

※出典︓令和元年10⽉24⽇ (⽊）交通量調査結果

・18時台に滞留が伸びるがランプ内で収束

ランプ延⻑
約200m

・左折が多く(約6割）、右折が増加する7時台に交通量がピーク
・7時台は渋滞および滞留が伸び、末尾がランプを超えバイパス本線
へ影響

■広⾒ＩＣ南進オフランプ

0200400600800
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右折
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左折交通が
約6割
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︶
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︶
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滞留長・渋滞長（m）

渋滞長

滞留長

ランプ延⻑
約170m

広⾒ICは7時台において、
渋滞および滞留の

末尾がバイパス本線まで影響

渋滞協資料と共通2－1 ⻄富⼠道路広⾒ICの交通量調査結果
〇広⾒IC北進オフランプにおいて、朝7時台に渋滞がバイパス本線に達し、100m以上の本線滞留も発⽣
〇南進オフランプは、ランプ延⻑内で収束
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２．国道139号西富士道路 広見IC・富士IC（実施主体：国） ＜検討中＞ 利用者団体連携
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滞留長・渋滞長（m）

渋滞長

滞留長

■広⾒IC北進オフランプおよび岳陽中東の交通状況

出典︓交通量調査結果（広⾒IC 令和元年10⽉24⽇(⽊）･岳陽中東 令和元年11⽉26⽇（⽕））

岳陽中東︓写真①

広⾒IC北進オフランプ︓写真②

広⾒ICは7時台において、
渋滞および滞留の

末尾がバイパス本線まで影響

左折交通が約6割
(⼤型⾞約2割）

広⾒IC

岳陽中東

右折交通が約7割
(⼤型⾞約2割）

⼯業専⽤
地域

広⾒IC

渋滞⻑
最⼤50m

滞留⻑
最⼤190m

渋滞⻑
最⼤190m

滞留⻑
最⼤280m

0 50 100 150 200
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岳陽中東
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滞留長・渋滞長（m）

渋滞長

滞留長

ランプ延⻑
約170m

離隔
約200m

8:06
右折滞留区間を

越え停⽌
（滞留⻑190m）

8:06
渋滞及び滞留の末尾が
バイパス本線まで影響
（ランプ延⻑170m）

渋滞協資料と共通2－2 ⻄富⼠道路広⾒IC、岳陽中東交差点の交通量調査結果
〇広⾒IC北進オフランプは、利⽤交通の約6割が左折する先の岳陽中東交差点から⻄富⼠道路本線まで渋滞が連続し、100m以上の本線滞留が発

⽣していることから、今後、岳陽中東交差点も含めた渋滞の要因分析、対策の検討を進める
○検討にあたり、岳陽中東交差点において、⼯業専⽤地域に向かう交通等により、その約7割が右折していることを踏まえる必要がある
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２．国道139号西富士道路 広見IC・富士IC（実施主体：国） ＜検討中＞ 利用者団体連携
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・左折が毎時200台と⽇中を通じて多い（約7割）
・左折の先詰まりから渋滞、滞留するもランプ内で収束

ランプ延⻑
約420m

■富⼠ＩＣ上り（南進）

富⼠IC

富⼠IC
滞留量ランプ内で収束

渋
滞
⻑

滞
留
⻑ 上
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︵
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進
︶
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16時台
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18時台

交通量（台/時）

右折

左折

左折が⽇中を通じ
毎時200台(約7割）

下
り
︵
北
進
︶

※出典︓令和元年10⽉24⽇ (⽊）交通量調査結果

渋滞協資料と共通2－3 ⻄富⼠道路富⼠ICの交通量調査結果
〇富⼠IC南進オフランプにおいて、朝7〜8時台に渋滞が発⽣するもランプ延⻑内で収束
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２．国道139号西富士道路 広見IC・富士IC（実施主体：国） ＜検討中＞ 利用者団体連携

渋滞協資料と共通2－4 （参考）⻄富⼠道路の利⽤（ICの勢⼒圏︓下り(北進））

○広⾒ICオン利⽤の出発地は、沿線エリアと富⼠ICと重複（富⼠市の産業集積エリア）
○広⾒ICオフ利⽤の⽬的地は、富⼠市内の沿線エリアに集中
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２．国道139号西富士道路 広見IC・富士IC（実施主体：国） ＜検討中＞ 利用者団体連携

渋滞協資料と共通2－5 （参考）⻄富⼠道路の利⽤（ICの勢⼒圏︓上り(南進））

○広⾒ICオン利⽤の出発地は、富⼠市内の沿線エリアに集中
○広⾒ICオフ利⽤の⽬的地は、沿線エリアと富⼠ICと重複（富⼠市の産業集積エリア）
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■唐瀬IC下りオフランプの交通実態《朝》■唐瀬IC上りオフランプの交通実態《朝》
《滞留⻑・渋滞⻑》《⽅向別交通量内訳》《滞留⻑・渋滞⻑》

■唐瀬IC交差点

:滞留⻑・ :渋滞⻑

350m

:滞留⻑・ :渋滞⻑

550m420m

直左交通による
直進阻害

〈唐瀬IC下りオフランプの渋滞〉

⾄ 東京 写真撮影⽇︓ R元.10.24(⽊)8時台

ランプ延⻑
約560ｍ

510m

ランプ延⻑
約500ｍ

《⽅向別交通量内訳》

⾄ 唐瀬IC交差点

⾄

名
古
屋

⾄

東
京唐瀬IC 国道1号静清バイパス1国道1号静清バイパス1

国道1号本線まで︓約500m（側道との合流部まで︓約130ｍ）

千
代
⽥
⿇
機
線

（市）

※交通量／滞留⻑・渋滞⻑データ︓R元.10.24（⽊）交通量調査結果
※⽅向別交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）（単位︓台／2h）
※滞留⻑・渋滞⻑︓朝ピーク時（7時台－8時台） ⾄ 静岡市街地

⾄ 新東名国道1号本線まで︓約560m（側道との合流部まで︓約210ｍ）

時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（8時台） 550m 420m
⼣（17時台） 210m 70m

側道 朝（8時台） 240m 160m
⼣（17台） 200m 60m

交通量︓8,989台/⽇

渋滞⻑ 最⼤420m

渋滞⻑ 最⼤160m滞留⻑ 最⼤240m

上り

下り

渋滞⻑ 最⼤350m

渋滞⻑ 最⼤90m 滞留⻑ 最⼤230m

滞留⻑ 最⼤510m

右折交通
30％ 直左交通

92％

n=1,434 n=1,332

〈唐瀬IC上りオフランプの渋滞〉

唐瀬IC交差点

右折交通による
直進阻害

写真撮影⽇︓ R元.10.24(⽊)8時台

⾄ 名古屋

最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（8時台） 510m 350m
⼣（18時台） 270m 110m

側道 朝（8時台） 200m 40m
⼣（17時台） 230m 90m

交通量︓8,926台/⽇

３．国道１号静清バイパス （実施主体：国） ＜平成30年12月22日全線4車線化＞

3－1 静清バイパス唐瀬IC交差点 （実施主体︓国） ＜検討中＞

利用者団体連携

○上り・下りオフランプともに、朝ピーク時に⼤きな渋滞・滞留が発⽣し、下りは本線滞留が発⽣
○上りオフランプは右折⾞両による直左の阻害、下りオフランプは直左の容量不⾜により渋滞・滞留が発⽣

渋滞協資料と共通
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■千代⽥上⼟IC下りオフランプの交通実態《朝》
《⽅向別交通量内訳》《滞留⻑・渋滞⻑》

:滞留⻑・ :渋滞⻑

580m440m

ランプ延⻑
約560ｍ

右折交通
43％

国道1号本線まで︓約500m
（側道との合流部まで︓約110ｍ）

国道1号本線まで︓約380m （側道との合流部まで︓約200ｍ）

⾄

名
古
屋

⾄

東
京

千代⽥上⼟
IC

国道1号静清バイパス1 国道1号静清バイパス1

⾄ 新東名

74
⼭
脇
⼤
⾕
線

（主）

⾄ 静岡市街地

74

※交通量／滞留⻑・渋滞⻑データ︓R元.10.17（⽊）交通量調査結果
※⽅向別交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）（単位︓台／2h）
※滞留⻑・渋滞⻑︓朝ピーク時（7時台－8時台）
※歩⾏者・⾃転⾞交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）

渋滞⻑ 最⼤220m滞留⻑ 最⼤270m

渋滞⻑ 最⼤440m

渋滞⻑ 最⼤150m滞留⻑ 最⼤220m

渋滞⻑ 最⼤90m 滞留⻑ 最⼤280m

上り
下り 滞留⻑ 最⼤580m

時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（7時台） 270m 220m
⼣（18時台） 170m 40m

側道 朝（7時台） 220m 150m
⼣（16時台） 130m 70m

交通量︓11,177台/⽇

時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（8時台） 580m 440m
⼣（16時台） 330m 190m

側道 朝（8時台） 280m 90m
⼣（18時台） 180m 50m

交通量︓11,118台/⽇

■千代⽥上⼟IC上りオフランプの交通実態《朝》
《⽅向別交通量内訳》《滞留⻑・渋滞⻑》

ランプ延⻑
約500ｍ

270m220m

:滞留⻑・ :渋滞⻑

n=1,561 n=1,888

３．国道１号静清バイパス （実施主体：国） ＜平成30年12月22日全線4車線化＞

3－2 静清バイパス千代⽥上⼟IC交差点 （実施主体︓国） ＜検討中＞

写真撮影⽇︓ R元.10.17(⽊)8時台

〈千代⽥上⼟IC上りオフランプの渋滞〉

⾄ 千代⽥上⼟IC
交差点

⾄ 名古屋ランプ延⻑内で
渋滞は収束

写真撮影⽇︓ R元.10.17(⽊)7時台

右折交通による
直進阻害

⾄ 千代⽥上⼟IC
交差点

⾄ 東京

〈千代⽥上⼟IC下りオフランプの渋滞〉

○下りオフランプにおいて、朝ピーク時に右折⾞両の渋滞・滞留が発⽣し、バイパス本線まで影響
○上りオフランプは、渋滞が発⽣しているものの、ランプ延⻑内で収束しているが、1⾞線のランプを2⾞線利⽤を確認

利用者団体連携

■千代⽥上⼟IC交差点

渋滞協資料と共通
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57%
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39%
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40%
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■瀬名IC交差点 ■⿃坂IC交差点

■瀬名IC上りオフランプの交通実態《朝》

460m370m

《滞留⻑・渋滞⻑》

※交通量／滞留⻑・渋滞⻑データ︓R元.10.29（⽕）交通量調査結果
※⽅向別交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）（単位︓台／2h）
※滞留⻑・渋滞⻑︓朝ピーク時（7時台－8時台）
※歩⾏者・⾃転⾞交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）

■⿃坂IC下りオフランプの交通実態《朝》
《滞留⻑・渋滞⻑》

《⽅向別交通量内訳》

※交通量／滞留⻑・渋滞⻑データ︓R1.10.29（⽕）交通量調査結果
※⽅向別交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）（単位︓台／2h）
※滞留⻑・渋滞⻑︓朝ピーク時（7時台－8時台）

240m100m

時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（8時台） 240m 100m
⼣（17時台） 210m 90m

側道 朝（8時台） 190m 70m
⼣（17時台） 160m 80m

交通量︓8,589台/⽇

ランプ延⻑
約590ｍ

ランプ延⻑
約420ｍ

写真撮影⽇︓ R元.10.29(⽕)7時台

〈瀬名IC上りオフランプの渋滞〉

渋滞の延伸が
本線まで影響

〈⿃坂IC下りオフランプの渋滞〉

写真撮影⽇︓ R元.10.29(⽕)8時台

左折交通による
直進阻害

:滞留⻑・ :渋滞⻑ :滞留⻑・ :渋滞⻑

左折交通
57％

⾄ 瀬名IC交差点

⾄ 名古屋

⾄ 東京

⾄ ⿃坂IC交差点

⾄

名
古
屋

⾄

東
京

⿃坂I.C瀬名IC

国道1号本線まで︓約420m（側道との合流部まで︓約70ｍ）

⾄ 静岡市街地

国道1号静清バイパス

⾄

名
古
屋

⾄

東
京

⿃坂IC

⾄ 静岡市街地

国道1号本線まで︓約590m（側道との合流部まで︓約140ｍ）

平
⼭
草
薙
停
⾞
場
線

（県）

国道1号静清バイパス 1

静
岡
清
⽔
線

（主）

《⽅向別交通量内訳》

1

⾄ 新東名

⾄ 新東名時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（8時台） 460m 370m
⼣（17時台） 340m 200m

側道 朝（8時台） 120m 90m
⼣（17時台） 130m 90m

交通量︓ 8,374台/⽇

渋滞⻑ 最⼤370m滞留⻑ 最⼤460m 渋滞⻑ 最⼤100m

上り

下り
滞留⻑ 最⼤240m

渋滞⻑ 最⼤90m滞留⻑ 最⼤130m

渋滞⻑ 最⼤70m 滞留⻑ 最⼤190m

n=1,264 n=1,228

右折交通
44％

歩⾏者交通量︓74⼈／2h
⾃転⾞交通量︓127台／2h
下りオフランプの左折交通を阻害

３．国道１号静清バイパス （実施主体：国） ＜平成30年12月22日全線4車線化＞

3－3 静清バイパス瀬名ＩＣ・⿃坂IC交差点 （実施主体︓国） ＜検討中＞

○ 瀬名IC上りオフランプにおいて、朝ピーク時に右折⾞両の渋滞・滞留が発⽣し、バイパス本線まで影響。また、1⾞線
のランプを2⾞線利⽤を確認

○ ⿃坂IC下りオフランプでは、左折⾞両により直進阻害が発⽣しているものの、ランプ延⻑内で収束

利用者団体連携

渋滞協資料と共通
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■長崎IC交差点

■⻑崎IC下りオフランプの交通実態《朝》■⻑崎IC上りオフランプの交通実態《朝》
《⽅向別交通量内訳》《滞留⻑・渋滞⻑》《⽅向別交通量内訳》《滞留⻑・渋滞⻑》

:滞留⻑・ :渋滞⻑

320m

:滞留⻑・ :渋滞⻑

500m360m

ランプ延⻑
約480ｍ

460m

ランプ延⻑
約470ｍ

〈⻑崎IC上りオフランプの渋滞〉

写真撮影⽇︓ R元.10.31(⽊)7時台

渋滞の延伸が
本線まで影響

左折交通
45％右折交通

30％

⾄ 名古屋

⾄ ⻑崎IC交差点

⻑崎IC

⾄

名
古
屋

国道1号静清バイパス1 国道1号静清バイパス1

⾄

東
京

国道1号本線まで︓約460m（側道との合流部まで︓約120ｍ）

国道1号本線まで︓約460m（側道との合流部まで︓約110ｍ）

時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（8時台） 460m 320m
⼣（16時台） 310m 30m

側道 朝（8時台） 190m 30m
⼣（16時台） 180m 30m

交通量︓10,257台/⽇

※交通量／滞留⻑・渋滞⻑データ︓R1.10.31（⽊）交通量調査結果
※⽅向別交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台）（単位︓台／2h）
※滞留⻑・渋滞⻑︓朝ピーク時（7時台-8時台）
※歩⾏者・⾃転⾞交通量︓朝ピーク時（7時台－8時台） ⾄ 静岡市街地

（市）⻑崎⼤内線⾄ 新東名

時間帯 最⼤滞留⻑ 最⼤渋滞⻑

ランプ 朝（7時台） 500m 360m
⼣（18時台） 250m 130m

側道 朝（7時台） 180m 80m
⼣（18時台） 170m 50m

交通量︓8,687台/⽇

上り
下り

渋滞⻑ 最⼤360m滞留⻑ 最⼤500m

渋滞⻑ 最⼤320m 滞留⻑ 最⼤460m

渋滞⻑ 最⼤80m滞留⻑ 最⼤180m

渋滞⻑
最⼤30m

滞留⻑ 最⼤190m

n=1,433 n=1,611

〈⻑崎IC下りオフランプの渋滞〉

写真撮影⽇︓ R元.10.31(⽊)7時台

渋滞の延伸が
本線まで影響

⾄ 東京

⻑崎IC交差点

⼀
⾥
⼭
⻑
崎
線

（市）

３．国道１号静清バイパス （実施主体：国） ＜平成30年12月22日全線4車線化＞

3－4 静清バイパス⻑崎IC交差点 （実施主体︓国） ＜検討中＞

○上り・下りオフランプともに、朝ピーク時に⼤きな渋滞・滞留が発⽣し、上りはバイパス本線まで影響
○上りオフランプは右折の容量不⾜で、1⾞線のランプを2⾞線利⽤を確認
○下りオフランプは直左の容量不⾜により渋滞・滞留が発⽣

利用者団体連携

渋滞協資料と共通


